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湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

学
校
図
書
館
員
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ゆ
と
ろ

ぎ
、
ラ
イ
フ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

少
人
数
学
習
担
当
補
助
教
員
と

い
っ
た
、
学
校
に
勤
務
す
る
非

常
勤
職
員
の
勤
務
日
数
が
十
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
率
で
削
減
さ
れ

る
。
こ
れ
に
伴
う
児
童
生
徒
へ

の
影
響
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

日
数
削
減 

子
ど
も
へ
の
影
響
と
対
策
は

様
々
な
工
夫
通
じ
教
育
の
質
の
維
持
図
る

学校勤務の非常勤職員

答　

非
常
勤
職
員
の
活
動
日
数

は
概
ね
２
週
間
程
度
の
削
減
と

な
り
、
影
響
は
少
な
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
出

勤
日
見
直
し
、
よ
り
計
画
的
な

体
験
活
動
の
実
施
や
研
修
体
制

の
充
実
等
、
様
々
な
工
夫
を
通

し
て
、
従
来
同
様
、
質
の
高
い

教
育
内
容
を
児
童
生
徒
に
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
24
年
10
月
に
市
内
中
学

生
同
士
に
よ
る
集
団
暴
行
事
件

が
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

件
・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
は
早

急
に
事
実
確
認
を
し
て
、
校
長

懇
談
会
や
緊
急
保
護
者
会
等
で

保
護
者
に
報
告
す
る
等
の
対
応

を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨
ん
で
い

早
急
に
対
応
す
べ
き 

今
後
の
体
制
は

新
設
の
担
当
室
を
中
心
に
改
善
す
る

学校での事件・事故

く
の
か
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

小
・
中
学
校
等
の
い
じ
め

や
暴
力
事
件
等
の
問
題
に
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

地
域
の
人
等
が
力
を
合
わ
せ
て

情
報
を
共
有
し
、
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
は
、
新
設
さ
れ
る

学
校
安
全
安
心
対
策
担
当
室
を

中
心
に
、
教
育
委
員
会
が
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
川
南
保
育
園
の
指
定
管
理

者
が
契
約
更
新
を
辞
退
す
る
に

当
た
り
、
当
該
法
人
が
経
営
す

る
他
の
施
設
と
異
な
る
運
営
を

す
る
こ
と
は
負
荷
が
大
き
く
、

継
続
が
困
難
と
判
断
し
た
と
聞

く
。
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
ず
、

安
定
的
で
良
質
な
保
育
を
継
続

す
る
た
め
に
、
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
検
証
す
べ
き
と
考

保
育
園
の
契
約
更
新
辞
退 

原
因
の
検
証
を

事
業
者
の
意
見
等
も
踏
ま
え
検
討
行
う

指定管理者制度

え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

同
法
人
が
辞
退
し
た
主
な

理
由
は
、
平
成
22
年
の
運
営
当

初
の
事
故
発
生
に
起
因
し
、
指

定
管
理
者
制
度
が
原
因
で
は
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
保
育
の
自
由
度
や

独
自
性
の
問
題
等
、
事
業
者
の

意
見
や
他
市
の
例
も
踏
ま
え
て

検
討
を
行
い
、
保
護
者
の
不
安

の
払
拭
に
努
め
て
い
く
。

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

学
校
で
の
授
業
に
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
、
低
学
力

層
児
童
生
徒
へ
の
支
援
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
公
教
育
充
実

の
た
め
、
低
学
力
層
児
童
生
徒

へ
の
支
援
に
よ
る
児
童
生
徒
全

体
の
学
力
向
上
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
は
こ
の
課
題
を
ど
う

認
識
し
、
対
応
し
て
い
る
か
。

答　

市
は
、
低
学
力
層
児
童
生

公
教
育
充
実
の
た
め
市
は
ど
う
取
り
組
む

わ
か
る
授
業
や
家
庭
学
習
啓
発
で
対
応

低学力層児童生徒への支援

徒
の
、
自
己
肯
定
感
が
低
い
、

家
庭
学
習
が
習
慣
化
し
て
い
な

い
等
の
傾
向
に
対
し
、
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
に
よ
る
指

導
で
わ
か
る
授
業
づ
く
り
を
し

て
い
る
。
更
に
、
家
庭
学
習
の

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
家
庭

に
配
布
す
る
と
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
。
児
童
生
徒
が
良
い

学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
、

今
後
も
指
導
改
善
に
取
り
組
む
。

寒
川
一
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

平
成
24
年
に
、
調
布
市
の
学

校
給
食
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が

原
因
の
死
亡
事
故
が
起
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
の
で
危
機
感
を

持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
は

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
生
徒
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
事

故
件
数
と
事
例
に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
市
の
学
校
給
食
ア
レ
ル

本
市
で
も
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
を

対
象
者
を
把
握
し
事
故
防
止
に
努
め
る

食物アレルギー対策

ギ
ー
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
し
て

い
る
７
品
目
に
つ
い
て
の
疾
患

の
状
況
は
、
延
べ
５
９
４
名
で

あ
る
。
ま
た
、
過
去
３
年
の
事

故
件
数
は
６
件
で
、
給
食
の
片

付
け
の
際
に
、
牛
乳
が
目
に
入

り
腫
れ
る
等
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
大
事
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

す
る
等
、事
故
防
止
に
努
め
る
。

佐
藤
義
一
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

近
年
、
い
じ
め
や
体
罰
に
よ

る
自
殺
事
件
が
頻
発
し
、
学
校

や
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
。
学
校
で
発
生
す

る
問
題
は
時
代
や
地
域
に
よ
り

様
々
だ
が
、
本
市
で
は
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
ま
た
、
学
校
と

い
う
限
ら
れ
た
環
境
で
過
ご
す

教
員
の
社
会
経
験
不
足
を
懸
念

す
る
が
、ど
う
対
処
す
る
の
か
。

広
い
視
野
持
て
る
教
員
養
成
し
た
い

学校と教員

答　

本
市
で
は
、
教
員
等
が
広

い
視
野
を
も
っ
て
教
育
に
携
わ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
市
議
会
で
の
質
問
や

市
民
要
望
等
の
内
容
を
伝
え
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
社

会
経
験
に
つ
い
て
は
、
研
修
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
や
日
常
業
務

を
通
じ
て
、
社
会
情
勢
や
市
民

感
情
に
配
慮
で
き
る
教
員
を
養

成
し
て
い
き
た
い
。

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

塩
浜
小
・
中
学
校
の
一
貫
教

育
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

開
設
を
目
指
し
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
既
に
様
々
な
連
携
の
試

み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
小
中

一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

一
貫
教
育
の
実
施
に
向
け
、
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
義

平
成
27　
年
度
実
施
へ
向
け
ど
う
対
応

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
充
実
な
ど
図
る

塩浜小・中一貫教育

務
教
育
９
年
間
を
連
続
的
に
見

通
す
こ
と
に
よ
り
、
教
育
課
程

の
充
実
や
、
児
童
生
徒
の
不
安

感
の
軽
減
、
教
職
員
の
意
識
改

革
等
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
幅

広
い
視
点
で
編
成
す
る
他
、
25

年
度
か
ら
は
、
保
護
者
や
地
域

の
人
か
ら
、
子
ど
も
の
た
め
の

提
案
を
受
け
つ
つ
、
小
中
一
貫

校
の
実
現
に
生
か
し
た
い
。

地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
策
を

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

文
化
会
館
、
行
徳
文
化
ホ
ー

ル
Ｉ
＆
Ｉ
、
市
民
会
館
の
使
用

に
関
し
て
、
文
化
団
体
の
減
免

基
準
統
一
化
に
向
け
た
改
善
を

要
望
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
と
実
施
時
期
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
た
な
基
準
は
、
施
設

利
用
料
を
指
定
管
理
者
の
収
入

と
す
る
「
利
用
料
金
制
」
の
導

入
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
の
か
。

文
化
団
体
へ
の
減
免
基
準
の
統
一
化
は

平
成
25　
年
４
月
か
ら
新
基
準
を
適
用
す
る

文化施設の利用料

答　

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、

利
用
料
金
制
の
導
入
と
並
行
し

て
、
施
設
ご
と
に
異
な
る
減
免

の
率
及
び
基
準
の
統
一
化
を
図

る
こ
と
と
し
た
。
新
基
準
の
適

用
は
平
成
25
年
４
月
か
ら
を
目

途
に
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
料
金
制
の
導
入
後
も
、
そ

の
手
続
が
指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
へ
の
影
響
は
生
じ
な
い
。

文 化

堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
24
年
末
、
大
阪
市
の
市

立
高
校
の
生
徒
が
教
師
の
体
罰

を
原
因
に
自
ら
命
を
絶
つ
と
い

う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ

た
。
体
罰
は
す
ぐ
に
根
絶
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
体
罰
の
根
絶
に

向
け
、
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答　

体
罰
の
根
絶
に
向
け
、
市

教
育
委
員
会
で
は
市
内
全
て
の

小
、
中
、
特
別
支
援
学
校
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
体

罰
を
受
け
た
と
回
答
し
た
児
童

生
徒
へ
の
対
応
を
指
示
し
た
他
、

各
学
校
の
相
談
窓
口
を
活
用
し
、

学
校
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
児

童
生
徒
の
悩
み
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
教
職
員
の
研

修
を
充
実
さ
せ
、
体
罰
の
根
絶

に
向
け
周
知
徹
底
を
図
る
。

学校における体罰問題
体罰根絶に向け 市の対応策は

子どもの悩み把握し教員研修を充実

教 育 市
川
市
文
化
会
館（
左
）と
行
徳
文
化
ホ
ー
ル
I
＆
I（
右
）

教 育子 ど も

教 育


